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序

 本報告書は、平成7年度に国庫補助を受けて、天童市教育委員会が

 実施した市内遺跡の分布調査報告書です。

 今回の調査で確認された195の遺跡の分布からもうかがわれるように、

 天童市は、縄文の昔から人々が生活を営み、様々な生活習慣、伝統、

 文化を形成してきました。それらの物質的な痕跡が土中に埋もれたも

 のが、現在遺跡と呼称されるものです。

 遺跡には、そこに生活していた当時の人々が残した生活の道具等の

 遺物、それから、住居や道路の遺構等、様々なモノが残されています。

 これらの遺物、遺構を研究することによって、文字資料だけでは得ら

 れない、祖先の歴史や文化を復元することができます。

 こうした、我々の祖先が残した貴重な文化財である遺跡を、市民み

 んなで護っていきたいと思います。

 最後に、調査のために御指導・御協力いただきました文化庁、山形

 県教育庁文化財課、川崎利夫氏、村山正市氏、長南憲一氏ならびに、

 関係各機関・各位に厚く御礼申し上げます。

 本書を今後の調査研究の一助となるように御活用いただければ幸い

 です。

 今後とも適切な御助言、御指導を賜りますようお願い申しあげ、御

 挨拶とします。

 平成8年3月

天童市教育委員会

教育長横田光正



例言

 1　本書は、平成7年度に国庫補助を受け実施した市内遺跡分布調査の報告書である。

 2　分布調査は天童市教育委員会が実施した。

 3　調査要項は下記のとおりである

  　　　　　　調査名　　　　　　市内遺跡分布調査

  　　　　　　調査期間平成7年6月1日～平成8年3月31日

  　　　　　　調査担当主任調査員  川崎利夫

  調査員　　　　　　　 村山正市

  調査員               長南憲一

              事務局            伊藤博明(天童市教育委員会社会教育課長)
                          長瀬一男(〃課長補佐)

                          長谷川武(〃主査)

 4  本書の作成は、長瀬一男、長谷川武が行った。

 5  調査から本書の刊行に至るまで、文化庁記念物課、山形県教育庁文化財課、ならびに

 関係諸機関・諸氏から御指導・御協力をいただいた。記して謝意を表する。

 6  本書で使用した地形図は下記のとおりである。

  全体図天童市5万分の1地形図(国土地理院発行のものを複製)

  詳細図天童市1万分の1地形図(山形広域都市計画図1980より編集)
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